
■四つのテスト
　職業倫理について世界で最も広く印刷され、引用されて

いる文章の一つに、ロータリーの「四つのテスト」があります。

これは、１９３２年にロータリアンのハーバードＪ．テイラ

ーが、当時破産の危機に直面していたシカゴのクラブ・アル

ミニウム社の経営を引き受けるよう要請された時に創案し

たものです。

経営難のこの会社を救う方法を模索していたテイラーは、

従業員全員が仕事において守るべき２４の単語の倫理規定

をつくりました。この「四つのテスト」が販売、生産、宣伝、業

者、顧客関係における指針となり、この会社は倒産の難を逃

れましたが、それはこのシンプルな哲学に負うものでした。

　ハーハード・テイラーは１９５４－５５年度の国際ロー

タリー会長となりましたが、この「四つのテスト」が1943年
にロータリーに採用され、その後、１００カ国語以上に翻訳

され、何千もの形で発行されてきました。

このメッセージはすべてのロータリアンが知り、守るべきも

のです。

「言行はこれにてらしてから、

１)真実かどうか 
２）みんなに公平か

３）行為と友情を深めるか

４）みんなのためになるかどうか」

　　　　　　　　　　　　 　「ロータリーのいろは」より
　この標語は、１９３２年に破産寸前の会社を立て直す為

の標語として活用され、１１年後の１９４３年にロータリ

ーの標語として採用されました。

創案者のハーバードＪ．テイラーはそれから１１年後の

１９５４－５５年の国際ロータリーの会長になりました。

この事は会社経営もロータリー運営も発展し続けるための

意識としては大きく違うものではないという事なのでしょう。

私の感想としては、この標語は会社経営の指針というよりは、

ロータリー運営の全会員の共通認識の方がぴったりしてい

るように感じます。

会社運営の意識として考えた時、私自身まだまだその域に

達していないかなと反省します。

なお、Ｊ．テイラー氏が「四つのテスト」を活用し、会社再建

を実現できた苦労話を掲載しますのでご覧下さい

■四つのテストの歴史
四つのテストは、シカゴのロータリアンで、1954－55年度の
国際ロータリー会長となったハーバートJ．テーラー氏が考
案したものであります。

彼は四つのテストを自分の会社の経営に適用して好結果を

収めたので、他の人々にも四つのテストを分かち合ったの

です。四つのテストの由来とその効果を語るにはハーバー

トJ．テーラー氏の言葉を引用するのが最も適切でしょう。
「1932年にさかのぼりますが、私はクラブ・アルミニウム製
品会社の債券者団から、同社が破産法人として閉鎖される

のを防止する役を命ぜられました。

「この会社は調理用具その他家庭用品の販売会社でありま

したが、総資産を40万ドルも上回る債務を背負っており、既
に倒産寸前の状態にありました。

「そのとき会社はシカゴのある銀行から当座の運転資金と

して6,100ドルを借りました。
「わが社は立派な製品を扱っておりましたが、我々の同業者

も名の通った銘柄の、立派な調理用具を販売しておりました。

わが社には献身的に働く優秀な社員がおりましたが、同業

者にも同じように優秀な社員がおりました。同業者の資産

状態はもともとわが社よりはるかに良好でありました。

「大きな障害とハンディキャップとを背負って、わが社は、

同業者にはない何かを育成しなければならないと痛感しま

した。そしてその何かは、社員の人格と信頼性と奉仕の心で
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あるという結論に達しました。

「われわれはまず第1に社員の人選を入念に行うこと、第2に
社員が会社とともに歩みながら立派な人間となるように力

を貸すことを決意しました。

「われわれは『力は正しさに宿る』ということを信じ、常に正

しく身を持することに全力を注ごうと決心しました。

「われわれの業界にも、他の多くの業界と同じく、倫理規定

がありました。しかしその規定はあまりに長文で記憶する

ことがまずできず、従って実用に適しませんでした。われわ

れは、社内の誰もがすぐ覚えられるような簡単な倫理的尺

度が必要であると考えました。また、テストは、こうしなけ

ればならないと命じるものではなく、問いかけるようなも

のであるべきだと考えました。企画、方針、言動が正しいか

どうか自分で判断できるような質問形式でなければならな

いと信じました。

「そうした倫理的尺度になるものはないかとあらゆる文献

を探してみたのですが、満足なものは見つかりませんでした。

1932年7月のある日、私はこのことでお祈りをしようと決心
しました。その朝、私は机の上に身を伏せ、われわれを導い

て正しいことを考えたり、言ったり、行ったりするようにし

てくれる簡単な指針を授けて下さるように、神に祈りました。

すると、たちまち、私は白井紙片をとって、われわれが考え

たり、言ったり、行ったりする場合に用いる次のような四つ

のテストを書きあげていたのであります。

THE FOUR-WAY TEST
Of the things we think,say or do:
1) Is it the TRUTH?
2) Is it FAIR to all concerned?
3) Will it build GOODWILL and BETTER FRIENDSHIPS?
4) Will it be BENEFICIAL to all concerned?
「このテストを書いた紙片を机のガラスの下に敷いてから、

私は、会社の誰かに話をするまえに、２、3日これを実地に試
してみることにしました。結果はまことにみじめなもので

した。最初の日、私の机に回って来たものを片っぱしから「真

実かどうか」という第1の質問に照らして考えてみたとき、
私はもう少しでその紙片を屑かごに放りこむところでした。

私は、これまで、いかに自分が真実から離れたことをたびた

びやってきたか、いかに多くの嘘が会社の文書や書状や広

告に入っていたかということに全く気がついていなかった

のであります。

「四つのテストによって行動することに真剣な努力を続け

ること約60日、私はその素晴らしい価値にすっかり魅せら
れるようになりましたが、同時に、会社の社長として自分の

やっていることをひどく恥じ入ったり、時には情けなく思

ったりすることもありました。しかし四つのテストによっ

て行動することにはかなりの進境を見ていましたので、こ

れなら一部の同僚に話してもよいのではないかと思いまし

た。

「そこで私は4人の部長と話し合ってみることにしました。

この4人の信じている宗教はどうなのか、それを知りたいと
皆さんお考えになっていることと思います。1人はローマン・
カトリック、2番目はクリスチャン・サイエンス、3番目は正
統派ユダヤ教、4番目は長老教会派だったのであります。
「私は、ひとりひとりに、四つのテストに何か自分の信じて

いる宗教の教義や理念に反するものがあるかどうかを聞い

てみました。4人とも同じ意見だったのは、真実、公平、友愛
そしてみんなのためになること、これらは、単に彼らの宗教

の理念に合致するばかりでなく、もしこれを常に実務の場

で用いるようにすれば、さらに大きな成功と発展をもたら

すことになるだろう、ということでした。

「4人とも、この四つのテストを、会社の企画、方針、文書、広
告などに関する案件の検討に用いることに賛同しました。

その後、従業員全員に、四つのテストを覚えてもらい、各自

の対人関係に用いてもらうことにしました。

「広告の文案を四つのテストで検討するようにした結果、書

かれていてもその真実性が実証できないようなものは削除

されました。より優れているとか、最上、最高、最優秀といっ

たような大げさな言葉は、すべてわれわれの広告から消え

てなくなりました。その結果、会社の広告内容に対する世間

の人々の信用が次第に増していき、品物の売れ行きも増え

るようになりました。

「四つのテストをいつも使っているうちに、競争会社に対す

るわれわれの方針が変わってきました。われわれは、競争会

社の製品に対する悪口とか迷惑になるような批評は、一切

会社の出す広告や文書から取り除くようにしました。

「競争会社をほめてよいと思うときには、そうしました。こ

うしてわれわれは、競争会社の信頼と友誼とをかち得たの

であります。

「四つのテストを会社内の対人関係および仕入先や顧客と

の関係にまで応用したことは、これらの人々との友誼と好

意を獲得するのに役立ちました。われわれは、自分たちの付

き合っている人々の友誼と信頼が事業の永続的な繁栄のた

めに欠くことのできないものであることを学んだのであり

ます。

「20余年にわたる会社職員の真摯な努力によって、われわれ
は、四つのテストに示されている理想の実現を目ざして、堅

実な歩みを続けてまいりました。これは、売り上げ、利益お

よび職員の所得の着実な増加となって報われました。破産

状態にあった1932年から20年の間に、会社は、負債を完済し、
株主に100万ドル以上の配当金を支払い、200万ドルを超え
る資産を持つようになりました。こうした成果のすべては

僅か6,100ドルの現金の投入、四つのテスト、そして神への
信仰と高い理想とをもった優秀で勤勉な人達から生まれた

ものであります。

「四つのテストのもたらした無形の配当は、金銭的な配当よ

りもはるかに大きいものでした。われわれは、会社の顧客、

競争会社および世間の人々の好意と友誼と信頼の不断の増

大という恩恵を受けました。しかし、それよりももっと有難



　ロータリーを寄り理解していただくために小冊子を1週
間毎に回覧しております。本年度内に一巡したいので、期日

を守りご一読願います。新会員を勧誘する時にも必要な知

識と思います。

　毎年１５万人もの人が東京ディズニーランドに訪れます。

「１度行けばわかった。もういい。」でなく「また行きたい！！」

というリピーターを増やすことが必要です。

どうして人はまたそこに行きたくなるのか？それは感動を

覚えたからです。人は感動すれば必ずもう一度そこに行き

たくなります。

夢と魔法の王国では来場したゲストに感動をしていただく

為「夢の国にきた」と本当に思って頂けるよう完璧な状態を

維持することに２万人ものスタッフ（キャスト）が全力をあ

げています。非現実的な状況を徹底的に追及しているのです。

例えば、パーク内で持ち込んだ弁当を食べられないのもそ

うです。シートを広げ弁当を食べている光景は完全なる現

実的光景だからです。

どうして家を訪ねるのか？家を見に行くのなら１度でいい

が、家を訪ねるのはその家の人に会いに行くためだ。家（ハ

ウス）ではなく家庭（ホーム）を訪れるから、何度でも訪問で

きる。

リピーターを増やすためには施設にお金をかけることは必

要ですが、「御迎えをする側の人間がいかにゲストに感動を

　11月7日（水）、鎌倉古道の下見に行きます。多数のご参加
をお願いします。

集合時間：午後1時
集合場所：宮澤会員自宅

なお、参加していただいた方にはメイクアップになるよう

よう、理事会に委員会として申請しております。

いのは、会社の職員の品性が素晴らしく向上したことであ

ります。

「われわれの見るところ、四つのテストを、仕事に携わって

いる毎日の8時間中、いつも対人関係のすべてに活用してい
くということは、家庭や一般の交際や地域社会でそうする

習慣を身につけるようにしない限り、とてもできないこと

だと思います。また、そうすることで、よき父、よき友。よき

市民になることもできるわけであります」。

１　１０月２２日会長幹事会が開かれました。

　　本年度のGSEのメンバー及び日程表がまいりましたの
でテーブルに廻しますのでご覧になってください。

　　又、裾野クラブIM実行委員長からIMの説明がありました。
今年度のみIMの登録料を安くしたいと考えているそう
です。又、決定次第ご報告致します。

　　次年度は、当クラブ担当です。

２　南クラブのバナーが不足しております。お持ちでした

らご寄付願います。

３　12/14の例会は、ホテルの都合で部屋が変わります。レ
ストランの隣の中二階です。



与えることができるか」を常に念頭に考えなければいけま

せん。

ディズニーランドの通路は毎晩高圧洗浄機で洗っているの

をご存知ですか？冬の日は朝には水たまりが氷となり、今

度は開園前にバーナーで溶かし拭き取っているそうです。

なぜそんなことをするのでしょう？来園者の子供がたまた

ま通路に手をつき、そこに転がっていた石で、万一手を切っ

たらどうでしょう。その子供も、家族もディズニーランドは

手を切った思い出が最初に出てきてしまうからだそうです。

それは非現実的空間でなく現実的空間となるからです。こ

だわりを持ち、細部にまで気を配り徹底的やりとげることが、

非現実的空間を維持し、リピーターが何度でも訪れるので

しょう。

アトラクションは毎晩１０時閉園後、朝、開演まで清掃され

ます。そのなかで一番清掃に時間がかかるアトラクション

は何だと思いますか？

それはメリーゴーランドだそうです。手で握る真鋳はピカ

ピカにみがかれ、馬一頭一頭が少しの汚れもないように磨

かれます。そうです、魔法の国ではメリーゴーランドの馬も

生きているのです。パーク内のキャストがメリーゴーラン

ドを清掃しているキャストに声をかけたそうです「　いつ

まで磨けば気がすむの？？？」すると清掃していたキャス

トが答えました「グランドオープンの時の様になるまで！」

事実上３０年近く前まで戻るような清掃はできません。も

ちろん、メンテナンスもしているでしょうが、キャスト一人

一人の気持ちは素晴らしいと思います。

ディズニーランドには３００以上ものマニュアルがあるそ

うです。全部を集めると大変な量となりますが、キャスト（デ

ィズニーランドではスタッフはキャスト～演じる人～）は

自分のマニュアルだけを読めばいいそうです。また、マニュ

アルも１００点満点を望んでおらず７０点が合格だそうで

す。がんじがらめのマニュアルに規制されると人は反発を

抱くそうです。そのため、実例も３つ以上は書く必要はない

とのことです。

また、「いらっしゃいませ」は使わずに「こんにちは」「こんば

んは」とゲストに声をかけています。「いらっしゃいませ」と

の問いかけに返す言葉がないからです。

ディズニーランドの話ではないのですが、お店の入り口を

自動ドアから手動にかえた自動車ディーラーがあります。

お客様が駐車場に入るとスタッフがドアを開けにいきます。

帰りはお客様より早くドアの前に行き開けます。人は自動

ドアには「ありがとう」とは言いませんが、人がドアを開け

てくれれば「ありがとう」と帰ってきます。まさに感動を呼

ぶには人間（スタッフ）の思いやりです。

ビジネスにはリピーターや紹介者が必要です。人に感動を

与えられる空間創り（投資）とスタッフのハイレベルの育成

が２１世紀生き残り企業のキーワードとなるのではないで

しょうか。

 澤田稔君・大房正治君11月2日（金） ボランティアリレー卓話次回例会


